










































































































いふ』1972 年 93 号：5）と自負心を覗かせている．系統立った学びではなくとも多岐にわた
る読書経験によって，和田は知識を吸収し思考力を培ってきた．また「高等教育を受けていない」
といっても，和田が入学した頃の高等女学校進学率は 20％前後であり（稲垣 2007: 6），卒業後
に，後述する田鎖速記研究所で速記を学んだことをも考慮すれば，和田は当時の高学歴女性とい
える 10)．
























　また，21 歳から 22 歳の頃に「女性が食べていける職業」と新聞で紹介された速記者という
仕事を知り，当時目黒区自由が丘にあった速記專門教育機関である田鎖速記研究所 15) に所属し















　大企業に勤務するいわゆるホワイトカラー職のその男性と，和田は 29 歳で（1958 年）結婚し，
1961 年に長女出産後，1963 年には夫の転勤で兵庫県宝塚市に，次いで大阪府千里ニュータウ





















すべく PTA 広報委員会に入った．「そこで問題になってたことは，校長と PTA 会長が一緒になっ
て，広報部があげた原稿を気に入らないと没にしちゃうとかそういうことだったんです」（聞き
取り 2013.11）と，PTA 改革に着手した契機を語っている．和田はこの活動報告を「PTA 改革





















　1971 年に関西から東京に戻った後にも，和田は PTA 改革経験から教育問題に関心を持ち続け
る．東京での小学校の PTA 活動を通して田中喜美子と知り合い，田中の誘いで全国 PTA 問題研






















　単に富裕層というだけでなく，「久原房之介 22) の娘が」，「吉田和子 23) が」などという語りが
頻繁に現れるように，田中はいわゆる上流階級に属する女性でもある．姉澄子は御木本真珠店（現・











































































　このような状況下，田中は，1968 年頃には子どもの通う小学校の PTA 活動に関わることにな
る．和田同様，田中も PTA 組織の不合理な状態に疑問を抱いていた．田中は誘われて「全 P 研」
に参加し運営委員になる．これが田中の「市民運動への第一歩」（『Wife』2006 年 321 号 : 5）だっ
た．その後は，区画整理に伴い古い町名を廃止する動きに反対する「全国地名保存連盟」（1978
年）や「女性による民間教育審議会」 32)（1983 年）など，複数の社会運動の立ち上げにかかわり，































気質としては『過激派』なのだ」（『Wife』2013 年 362 号 : 93）と述べている．PTA 活動を経
て田中の眼は社会に向いており，『わいふ』を引き受けた理由も田中に内在する社会運動へのベ
クトルと無縁ではない．













































































































２) 1980 年代に入ると主婦として生きる女性に特徴的な生き難さの問題が『妻たちの思秋期』（斎藤 
1982），『主婦症候群』（円 1988）等により一般にも注目された．金井（1991）は 80 年代の「主
婦症候群」を，主婦が家庭の場で生きている意味を見いだせなくなり，家庭の外に「ふわふわと浮
遊しはじめたような状況」（金井 1991: 192）と説明している．
3) 『わいふ』は主婦のための会員制の投稿誌として 1963 年に創刊され，3 人の編集長の交代を経て
現在まで 50 年以上発行され続けている．編集長の交代を機に誌面構成や編集方針の変化がみられ
るため，第 1 期（1963 － 1975 年），第 2 期（1976 － 2006 年），第 3 期（2006 －現在）と区
分可能であり，田中喜美子と和田好子が各々編集長，副編集長として編集・発行を担ったのは第２
期である．第 2 期は 30 年という長期に渡り，会員は全国に広く存在し，発行部数等からみても同
誌の最盛期と位置づけられる．














を通して 1％にも満たなかった（稲垣 2007: 7）．
11) 当時の高等女学校の就学期間は学校により 3 年から 5 年という幅があり（稲垣 2007: 4），神奈川
高等女学校は 4 年制だった．
12) 和田が職員として働いた 1946 年頃，童心座は小学館の宣伝のための劇団だった（和田への聞き
取り 2014.11）．「日本人形劇人協会」（1967 年設立）のウェブページでは，森昌二前常任理事を
「1946 年に小学館役員浅野次郎氏らと劇団童心座を結成して小学館巡回子供会で全国各地を巡回








新型の筆記法の指導を開始した 1882 年と定められている（兼子 1999: 24）．田鎖速記研究所は現
在の専門学校のような存在であり，授業内容は高度で，100 人の受講者中受級者は 3 人程度だった
（和田への聞き取り 2014.11）．
16) 「経済時代社」とは雑誌『経済時代』（1952 年創刊）の出版社である（松本 1958）．
17) 和田が「経済時代社」に雇用された当時の国勢調査（1955 年）の職業（小分類）には「速記者，
タイピスト，筆耕」という区分があり，その就業者数は全国で 56,451 人，内女性が 50,689 人で，
圧倒的に女性の多い職種だった．この職種は 1970 年の 89,690 人をピークに減少し始め，2005




て，１時間のインタビューにつき 2,000 円から 3,000 円だった（聞き取り 2014.11）．和田が結婚
した当時，1959 年の『賃金構造基本調査結果報告書』（労働省労働統計調査部）によれば，従業
員 10 人から 99 人規模の企業では 25 歳以上 30 歳未満の女子労働者の平均月給額は 8,395 円であ
る．和田の月給がこの額だと仮定すれば，例えば月に４回速記を引き受けると 16,000 円程度から
20,000 円前後の月収になる．この金額は，同調査の従業員 1,000 人以上規模の企業で働く 25 歳








20) 1971 年に，宮原誠一，丸岡秀子ら『呼びかけ人』により発足した．PTA の原点に立ち活動しよ
うとする人たちが，PTA の枠を越えて集まり，PTA に関する諸問題を本格的に研究していこうとす
る実践的な研究団体であり『PTA 研究』は会誌である（全国 PTA 問題研究会ウェブページ http://
www.k3.dion.ne.jp/~zenpken/  2014.11.12）．
21) 伴野乙弥．水戸鉄道社長，日本興業銀行設立時理事等を務めている．













長期以降である（本間 2012: 37-39）．田中と姉は 5,6 歳の頃（1930 年代）からピアノを習ってお
り，姉は 20 歳でピアニストとしてデビューしている．こうしたことからも田中の実家が富裕層で
あることがわかる．
28) 現在のレストラン・結婚式場㈱八芳園．久原房之介は東京での活動のための別荘にと 1915 年に
この地を入手した（古川 2004: 196）．
29) 田中が大学に入学した頃，1954 年の女性の大学進学率は 2.4％，短大を含めても 4.6％であ
る（学校基本調査年次統計 2014 年 8 月 7 日公表．http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid　
=000001015843&cycode =0 2014.8.15）．
30) 萩原朔太郎，宮沢賢治，金子光晴，三好達治らの作品のフランス語訳で書誌情報は以下のとお
りである．Traduction de KIMIKO TANAKA・FRANÇOISE FERRAND,1974,POESIE JAPONAISE DU 
XXe SIECLE．
31) 「職業婦人」という言葉は 1910 年から 20 年代にメディアに多く取り上げられ，その意味する
ところは，「男性の領域への女性の進出」や「女性の自立への意志」とともに「“ 世間 ” に身を晒













































Women Who Started to Question the Idea of
Being a Housewife in Post-War Japan:
 Life Histories of Kimiko Tanaka and Yoshiko Wada
IKEMATSU, Reiko
　　　　The gendered division of social roles became highly institutionalized in society gen-
erally during the great economic growth period that occurred in post-war Japan, and being a 
“housewife” became a fairly common lifestyle among women. However, many women began to 
feel uncomfortable with their roles during the second-wave of feminism that gradually influ-
enced Japanese society in the early 1970s, and the housewife lifestyle was seen as problematic, 
as was the case in other societies. In this study, the life histories of two women, Kimiko Tana-
ka and Yoshiko Wada, were examined; they lived as housewives from the 1950s through the 
1970s, and later became very active as editors of the contribution magazine “Waihu (Wife)”. 
This study considered how these pioneer women questioned their own lifestyle against the 
social background of the time. Waihu is a rare medium in which Japanese housewives freely 
discuss various matters of concern to this day. Although Tanaka and Wada lived comfortably 
while their children were growing up, they felt dissatisfied with, and experienced inner conflicts 
about, their role as housewives. Wada gave up her economic independence for child rearing, 
and Tanaka’s self-identity vacillated due to relative deprivation when she compared her life with 
similarly highly educated and able women around her. Such difficulties were even more salient 
for women of the next generation. Wada and Tanaka contributed greatly to social awareness of 
the “housewife problem”, an epoch-making development in post-war Japanese women’s history. 
Keywords: housewife, life history, women’s magazine
